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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月28日(2011.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側面に開口部を設けた容器と、
　前記容器内の領域の一部に配置され、前記開口部に挿入された廃液排出部から排出され
た廃液を受ける吸収材と、を備える廃液回収ユニットであって、
　前記開口部を有する側面は、液体噴射装置から取り外しの際に下方を向き、
　前記容器内の領域における他の一部であって、前記開口部と前記吸収材との間に、前記
吸収材に吸収される前記廃液の密度よりも高い密度で前記廃液を貯留可能な貯留領域を備
える廃液回収ユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載の廃液回収ユニットであって、
　前記容器は、取り付け部に固定するためのストッパを前記容器の下面に有し、
　前記側面は、前記ストッパによる前記取り付け部との固定状態を解いた際に下方を向く
、廃液回収ユニット。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の廃液回収ユニットであって、
　前記貯留領域の幅は、
　　前記容器における前記吸収材が配置される部分の幅よりも狭い、廃液回収ユニット。
【請求項４】
　請求項１から請求項３の何れか１項に記載の廃液回収ユニットであって、
　前記貯留領域は空間部である、廃液回収ユニット。
【請求項５】
　請求項１から請求項３の何れか１項に記載の廃液回収ユニットであって、
　前記貯留領域に配置され、前記吸収材よりも密度の小さく、前記廃液を保持可能な廃液
保持部材を有する、廃液回収ユニット。
【請求項６】
　請求項１から請求項３の何れか１項に記載の廃液回収ユニットであって、
　前記貯留領域に配置された状態において、前記吸収材と対向する対向面が前記吸収材か
ら離隔され、前記廃液を保持可能な前記廃液保持部材を有する廃液回収ユニット。
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